別表
補償の種類と補償額
1．障害特別援護補償
業務上の負傷・疾病が治癒した後身体に障害が存するときは、その障害の程度に応じて次表に定める額を支給する。障害等級は労災保険法にしたがう。障害が2以上ある場合、または障害の程度を加重した場合は、労災保険法の規定を準用し障害等級を決定する。
補償額

	
	補償額

	
	業務上災害(万円)
	通勤災害(万円)

	後遺障害1級
	1540
	975

	後遺障害2級
	1500
	940

	後遺障害3級
	1460
	905

	後遺障害4級
	875
	550

	後遺障害5級
	745
	470

	後遺障害6級
	615
	390

	後遺障害7級
	485
	310

	後遺障害8級
	320
	195

	後遺障害9級
	250
	155

	後遺障害10級
	195
	120

	後遺障害11級
	145
	90

	後遺障害12級
	105
	65

	後遺障害13級
	75
	45

	後遺障害14級
	45
	30



2．遺族特別援護補償
業務上死亡した場合は、遺族に対し次の額を支給する。ただし、障害特別援護補償支給後再発のため死亡した場合は、遺族特別援護補償額から給付を行なった障害特別援護補償額を控除した差額を支給する。
補償額

	
	補償額

	
	業務上災害(万円)
	通勤災害(万円)

	死亡
	1,860
	1,200



